令和７年度　総まとめ問題


令和７年度
社会福祉法人会計実務通信講座


[bookmark: _Hlk489993771]【総まとめ問題】


約半年間、お疲れ様でした。
　通信課程ということで、ご自身でテキストを読み込み、毎月の課題に取り組むのは、とても大変だったかと思います。
　この講座で学習した内容は、日常の経理業務に留まらず、長期的な法人経営に役立つものです。
　この総まとめ問題を通じて、ご自身の苦手な部分を再度確認していただき、復習にも役立てていただきたいと願っています。














解答上の注意
解答用紙の1枚目に学籍番号・氏名、2枚目以降は学籍番号を必ず記載してください。
問題１　（１０点）
次の文章の下線部につき正しいものには〇を、誤りがあるものには×を書いてください。
（１） 貸借対照表は、一定時点の資産、負債及び純資産に属する勘定残高を対照させた表であり、ストックを示す表だと言われる。

（２） 会計基準省令では、当該会計年度における全ての支払資金の増加及び減少の状況を明瞭に表示した計算書を資金収支計算書という。

（３）　基本財産とは、経理規程において基本財産と定められた固定資産をいう。

（４）　国庫補助金等で取得した資産の減価償却費のうち、国庫補助金等に相当する額を取り
崩す際には、その取崩額をＰ／Ｌのサービス活動収益として計上する。

（５）　収益は入金時点で計上することとなっている。

（６）　事業費（支出）は、利用者の処遇に直接要する費用（支出）である。

（７）　長期運営資金借入金のうち、1年以内返済予定分については流動負債とされ、これは支払資金に該当する。　

（８）　「事業未収金が預金口座に振り込まれた」という取引において、支払資金及び純資産の額は増加する。

[bookmark: _Hlk148001342]（９）　現金によって固定資産を取得したときは、支払資金が減少するため資金収支計算書に支出として計上される。

（10）固定資産を取得したとき（代金は翌月末支払）は、純資産が減少するため事業活動計算書に費用として計上される。

問題２　（１４点）
次の科目及びその残高から、解答用紙の要約貸借対照表を完成させてください。あわせて、支払資金残高を求めてください。
235
650
650
310
165
80
現金預金　　　　　　　          　　　　　　　　　事業未収金
長期運営資金借入金（1年以内含まず）　　　　 事業未払金
建物（基本財産）　　　　　　　　　　　　　　　　 　　立替金
建物（その他の固定資産）　　　　　　　　　　 　　土地（基本財産）　
器具及び備品　　　　　　　　　          　　　　基本金　　　　　　　　　　　　　　　　
1年以内返済予定長期運営資金借入金　
120
80
40
1,450
1,650





（２）上記（１）において、支払資金の残高を求めなさい。
問題３　（２０点）
解答用紙の各取引について、それぞれ計上される収支計算書に〇を、計上されない収支計算書に×を記入してください。
· [bookmark: _Hlk104379363]必ず×を入れること（空欄は不回答とします）

問題４　（２０点）
[bookmark: _Hlk490407627]次の各取引について、その仕訳を解答用紙に記載してください。なお、仕訳にあたっては、下記で指定されている勘定科目を使用すること。

	
	取引内容

	1 
	未払計上していた給食材料の代金4,000につき、小切手を振り出して支払った。

	2 
	帳簿価額20の器具及び備品を廃棄した（今期の減価償却費は考慮しなくてよい）。

	3 
	給与60,000から源泉所得税等5,500を預かって、差額を普通預金から支給した。	

	4 
	上記③で職員から預かった源泉所得税等を翌月税務署等へ普通預金から支払った。

	5 
	普通預金に1,000の入金があったが、内容が不明である。

	6 
	上記⑤の入金は、利用者の親族からの経常経費に対する寄附金であることが判明したため、適切な科目に振り替えた。

	7 
	賞与引当金に２０を繰り入れた。

	8 
	預金利息10が普通預金に入金された。

	9 
	１年以内に返済期限が到来する設備資金借入金の元金300を流動負債に振り替えた。

	10 
	帳簿価額90,000の車両を100,000で売却した。



～仕訳に当たって使用する勘定科目～
現金預金　　事業未収金　　仮払金　　器具及び備品　　車輌運搬具　　事業未払金
職員預り金　　仮受金　　その他の未払金　　１年以内返済予定設備資金借入金　　
賞与引当金　　設備資金借入金　　法定福利費　　職員給料　　職員賞与
賞与引当金繰入　　給食費　消耗器具備品費　　経常経費寄附金収益　　
受取利息配当金収益　　固定資産売却損・処分損　　固定資産売却益







問題５　（３６点）
[bookmark: _Hlk490422880]下記①～⑭の各仕訳から解答用紙【解答欄１】の総勘定元帳に転記して、締め切りなさい。また転記した総勘定元帳をもとに、解答用紙【解答欄２】の精算表を作成しなさい。
	[bookmark: _Hlk495587858]
	借方
	貸方

	
	勘定科目
	金額
	勘定科目
	金額

	1 
	現金預金
	120
	事業未収金
	120

	2 
	仮払金
	30
	現金預金
	30

	3 
	現金預金
	300
	施設整備等寄附金収益
	300

	4 [bookmark: _Hlk490422543]
	現金預金
	300
	設備資金借入金
	300

	5 
	現金預金
	600
	施設整備等補助金収益
	600

	6 
	建物
	1,200
	現金預金
	1,200

	7 
	国庫補助金等特別積立金積立額
	600
	国庫補助金等特別積立金
	600

	8 
	基本金組入額
	300
	基本金
	300

	9 
	事業未収金
	900
	介護保険事業収益
	900

	10 [bookmark: _Hlk21419942]
	現金預金
旅費交通費
	10
20
	仮払金
	30

	11 
	減価償却費
	120
	建物
	120

	12 
	国庫補助金等特別積立金
	60
	国庫補助金等特別積立金取崩額
	60

	13 
	徴収不能引当金繰入
	78
	徴収不能引当金
	78

	14 
	設備資金借入金
支払利息
	100
3
	現金預金
	103



以上、問題ここまで
２

